
①津波浸水荷重 ②自重 ③積雪荷重

設備上部に浸水
する津波荷重

固定荷重
30㎝の積雪を
考慮した荷重

鉛直上向き（↑） 鉛直下向き（↓） 鉛直下向き（↓） 鉛直下向き（↓） 鉛直下向き（↓） 鉛直上向き（↑）

突き上げ荷重を打ち
消すため考慮しない

突き上げ荷重を打ち
消すため考慮しない

突き上げ荷重を打ち
消すため考慮しない

突き上げ荷重を打ち
消すため考慮しない

１Ｇ以下の場合は
考慮しない

1. 取水路点検用開口部浸水防止蓋
◇ ○：考慮していない ○：考慮していない ○：考慮していない ○：考慮していない

○：１Ｇ以下のため考慮し
ていない

2. 放水路ゲート点検用開口部浸水防止
蓋

◇ ○：考慮していない
×：鉛直上向き（↑）とし

て考慮している
×：鉛直上向き（↑）とし

て考慮している
○：考慮していない

×：１Ｇ以下であるが
考慮している

3. ＳＡ用海水ピット開口部浸水防止蓋
◇ ○：考慮していない

×：鉛直上向き（↑）とし
て考慮している

－ ○：考慮していない
×：１Ｇ以下であるが

考慮している

4. 緊急用海水ポンプピット点検用開口
部浸水防止蓋

◇ ○：考慮していない
×：鉛直上向き（↑）とし

て考慮している
－ ○：考慮していない

×：１Ｇ以下であるが
考慮している

5. 海水ポンプグランドドレン排出口逆
止弁

◇ ○：考慮していない
×：鉛直上向き（↑）とし

て考慮している
－ ○：考慮していない

×：１Ｇ以下であるが
考慮している

6. 取水ピット空気抜き配管逆止弁
◇ ○：考慮していない

×：鉛直上向き（↑）とし
て考慮している

－ ○：考慮していない
×：１Ｇ以下であるが

考慮している

7. 緊急用海水ポンプグランドドレン排
出口逆止弁

◇ －
×：鉛直上向き（↑）とし

て考慮している
－ ○：考慮していない

×：１Ｇ以下であるが
考慮している

8. 緊急用海水ポンプ室床ドレン排出口
逆止弁

◇ －
×：鉛直上向き（↑）とし

て考慮している
－ ○：考慮していない

×：１Ｇ以下であるが
考慮している
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１．浸水防止設備における荷重の組合せの適正化について

 水路からの突き
 上げ荷重を考慮
 する設備
  ◇：対象

鉛直荷重

④余震荷重

鉛直荷重

表１　水路からの突き上げ荷重を考慮する設備における鉛直荷重の組合せ状況

（３） （２）に示した事項については，表１に示した設備以外に「緊急用海水ポンプ点検用開口部浸水防止蓋」及び「緊急用海水ポンプ人員用開口部浸水防止蓋」においても適用し
ているため，合せて荷重の組合せを適正化する。

水路からの突き上げ荷重を考慮する設備に
おける鉛直荷重の組合せの考え方

対
象
設
備

浸水防止設備における荷重の組合せの適正化について

（１） 取水路，放水路等の経路からの津波により，鉛直上向きの突き上げ荷重が作用する浸水防止設備については，鉛直下向きに作用する「①津波浸水荷重」，「②自重」、「③積
雪荷重」，「④余震荷重」が，突き上げ荷重を打ち消すため考慮しないこととしている。
この考え方は，各設備に適用されているが，表１に示す2.～8.の設備は「②自重」を，2.に示す設備については「③積雪荷重」を下向きから上向きに変換して組み合せてお
り，基本的な考え方と相違するため，荷重の組合せを適正化する。

（２） 余震荷重のうち上向きに作用する荷重については，震度が１Ｇ以下となる場合，余震荷重よりも自重の方が大きく，余震による上向きの荷重が生じないため，考慮しないこと
としている。
しかし，表１に示す2.～8.の設備は，震度が１Ｇ以下にも拘わらず鉛直上向き荷重を考慮しており，基本的な考え方と相違するため，荷重の組合せを適正化する。



２．浸水防止設備における突き上げ荷重の算定式の適正化について

※：抗力は「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に規定する以下の式を用いている。

（１） 取水路，放水路等の経路からの津波により，鉛直上向きの突き上げ荷重が作用する浸水防止設備の津波荷重の算出に当たって，①「管路解析結果に基づく静水圧＋抗力」を用
いているケースと，②「管路解析結果に基づく静水圧」を用いているケースが混在している。具体的には，表１に示す1.及び5.～8.の設備が①を適用，2.～4.の設備が②を適
用している。
2.～4.に示す設備は，ダム・堰施設技術基準（案）を適用している設備であり，同技術基準（案）では①を規定しているためこれを使用していたが、設備間で津波荷重の算出
方法が相違するため，保守的な①による算定方法に統一する。
なお，先行プラントにおける類似設備の津波荷重の算出方法を確認した結果，①の算出方法を適用していることを確認した。
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損

失
等

を
モ

デ
ル

化
し

て
解

析
を

実
施
し

，
津

波
高

さ
と

し
て

求
め
る

。
 

 
津

波
の

荷
重

と
し

て
は

，津
波

高
さ
と

し
て

基
準

と
な

る
高

さ
（

T.
P
.
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な
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れ
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。
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津波高さ 

津波の基準となる高さ（T.P.0m） 

津波の基準となる高さより高い位置に設置 

津波の基準となる低いより高い位置に設置 

① 

②

Ａ：①に作用する水頭圧（HT-HA） 

Ｂ：津波の基準となる高さより高い位置に設置する設備の評価で使用する水頭圧（HT-H0） 

Ｃ：②に作用する水頭圧（HT-HB） 

Ａ Ｂ Ｃ 

H0 

HA 

HB 

HT 

図 6.9.3-1 津波高さと設備の設置位置の関係 
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ボ
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す
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。
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Ｓ

ｓ
の

1
/
2
と
な
る

こ
と

か
ら
，

耐
震

評
価

に
て

包
絡

で
き
る

条
件

と
な

っ
て

い
る

。
 
 

 

表
6
.
9.
3
-
4 

設
備

に
作

用
す

る
鉛
直

方
向

荷
重

一
覧
 

（
津

波
荷

重
が

設
備

の
上

側
か

ら
作
用

す
る

場
合

（
基

礎
ボ

ル
ト
，

固
定

ボ
ル

ト
）
）
 

 
荷

重
の
種

類
荷

重
の
向

き
 

評
価
上
の

扱
い

備
考
 

①
 

自
重
 

鉛
直
下
向

き
（
↓

）
 

考
慮
す
る
 

余
震
の
震

度
が

1G
以

下
の
場
合

に
は

，
基
礎

ボ

ル
ト

及
び

固
定

ボ
ル

ト
に

引
張

荷
重

が
作

用
し

な
い
た
め

，
評
価

を
実
施

し
な
い

。
 

②
 

積
雪
荷
重
 

鉛
直
下
向

き
（
↓

）
 

考
慮
し
な

い
 

 

③
 

余
震
荷
重
 

鉛
直
上
向
き
（
↑

）
 

考
慮
す
る
 

余
震
の
震

度
が

1G
以

下
の
場
合

に
は

，
基
礎

ボ

ル
ト

及
び

固
定

ボ
ル

ト
に

引
張

荷
重

が
作

用
し

な
い
た
め

，
評
価

を
実
施

し
な
い

。
 

④
 

鉛
直
下
向

き
（
↓

）
 

考
慮
し
な

い
 

 

⑤
 

津
波
荷
重
 

鉛
直
下
向

き
（
↓

）
 

考
慮
し
な

い
 

 

             

積
雪

 

設
備

 

②
積

雪
荷
重

 
③

余
震
荷

重
 

⑤
津

波
荷

重
 

①
自
重

 
④

余
震
荷

重
 

図
6
.
9.
3
-
4 

設
備

に
作

用
す

る
鉛
直

方
向

荷
重

の
概

念
図

 

（
津

波
荷

重
が

設
備

の
上

側
か

ら
作
用

す
る

場
合

（
基

礎
ボ

ル
ト
，

固
定

ボ
ル

ト
）
）
 


